
 
 
 
まちづくりマスタープラン改訂の基本的な考え⽅ 
 
 
 

テーマ設定 ⽇野市のまちづくりにおける問題点等の確認 ▶▶マスタープランへ反映する 
主な検討事項 

改訂するまちづくり基本計画
の項⽬ 問題認識 検討材料とする主な資料 

①⾼齢者⽬線の 
暮らし 

・⼈⼝減少と⾼齢化
の地域毎に異な
る傾向 

・スーパーや診療所
など⽣活⽀援施
設の利便性の地
域差 

・就業者数の減少、
産業の流出 

・ライフスタイル･
働き⽅の多様化 ・３駅への機

能集中 
 
・丘陵地の⼈

⼝ 減 少 ･ ⾼
齢化の進⾏ 

 
・⼤規模⼯場

の撤退 
 
・周辺市への

消費の流出 

・地域別の⾼齢者・
要介護者の推計、 
介護施設等の⽴
地状況 

（資料 4-1） 
 

・商⼯業の動向 
（資料 4-8）

・地域別･世代
別の⼈⼝移動
の動向 

（資料 4-9）

・周辺都市への
転⼊･転出状
況 
（資料 4-10） 

・周辺都市への
通勤･通学の
状況 
（資料 4-11） 

 
 
 

○健康づくりに寄与する施策（歩
きたくなるまち） 

○地域コミュニティの維持 

○地域医療・福祉施策と連携した
まちづくり 

 

1－3．健康 

2－3．住み続ける仕組み 

（高齢者が働き、住み続けられる

仕組みと環境づくり） 

3－4．エリアマネジメント 

2－5．福祉 

 

②⼦育て⽬線の 
暮らし 

・地域別の幼児数
の推計、保育園等
の⽴地状況 

（資料 4-2） 
 

○⼦育て環境の充実、多様な⼦育
てサービスの提供 

○多様な雇⽤の創出 
○住宅団地の再⽣・新たな居住ニ

ーズへの対応 

2－3．新たな暮らし方 

（子育て環境の充実） 

3－4．コミュニティビジネス 

（多様な働き方やライフスタイ

ルを受け入れるまちづくり） 

2－2．基盤整備 

 

③安⼼･安全な 
暮らし 

・空き家の増加 
・災害危険区域の存

在 

・住宅団地の開発
状況（資料 4-3） 

・空き家の分布 
（資料 4-4） 

・災害危険区域 
（資料 4-5） 

○災害危険区域の居住誘導の方

針・地域防災力向上 

○空き地・空き家を管理･活用でき

る仕組み 

○地域コミュニティの維持 

 

2－1．防災 

（地域防災、共助のあり方） 

2－2．既成市街地 

（空地･空き家の管理の仕組み） 

（団地の再生方策） 

2－3．住み続ける仕組み 

 

④⽔とみどりの 
豊かな暮らし 

・農業従事者の減少 
・耕作放棄地の増加 
・豊富な⾃然･歴史

資源の存在 

・公園･農地⾯積の
推移と分布状況 
（資料 4-6） 

 

○一団の農地や緑地を保全する施

策の方針 

○健康づくりに寄与する施策 
○地域の多様な活動をつなげる仕

組みづくり 

3－3．農地/農業 

（農地の保全方策、農ある暮らし

の推進方策） 
1－3．健康 

3－4．エリアマネジメント 

 
 
 
⑤暮らしを⽀える 
交通環境 

・買い物等の不便区
域の存在 

・⾼齢者が多い丘陵
地の公共交通の
移動⼿段の不⾜ 

・公共交通の利⽤
圏域（資料 4-7） 

○公共交通の利便性を高める施策 

 

○不便区域等の居住者への生活支

援・利便性の確保 

 

2－4．公共交通 

（交通利便性を高め、生活圏を支

える 

2－3．住み続ける仕組み 

 

 

コア会議 資料４ 

○持続可能な地域づくり 

：人口構造バランスのとれた地域へ 

 

○暮らしながら働ける地域づくり 

：職住近接、ライフスタイルに応じ

た働き方ができる地域へ 

：産業立地の促進、地域の人材を活

用した都市型産業の創出 

 

○歩きたくなるまち、 

歩いて暮らせるまちづくり 

：便利で暮らしやすい生活圏の形成 

：暮らしを支える公共交通網の形成 

：暮らしの中で健康になるまちの形

成、自然に触れて歩く機会の創出 

 

○地域で生き看取られるまちづくり 

：住み慣れた地域で暮らし続けられ

る環境づくり 

：支えあえるコミュニティづくり 

 

○安全･安心なまちづくり 

：過去に類のない災害などへの対応 

：安心して暮らせるまちの形成 

 

＜新たな都市像を考える上で必要な視点＞ 



○地域別の高齢者･要介護高齢者の推計、介護施設等の立地状況 (資料 4-1)  
 

■高齢者数と介護認定者数の推計（中学校区別）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

出典：住民基本台帳、日野市資料 
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■地域包括支援センターの担当区域と介護サービス事業の分布 

・高齢化率（2015年）が 30％を超えている地域
が市南部（平山中･第三中校区）にみられます。
第三中校区では 2040年に 40％に達すると推計
されます。 

・介護認定者数の割合（2015年）は各地域とも
約 3～5％です。2040年には南部の地域（大坂
上中･第一・第二中以外の校区）で 7～10％に
倍増すると推計されます。 
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○地域別の幼児数の推計、保育園等の立地状況 (資料 4-2) 
 

■０～６歳児の数と保育園の定員に対する割合の推移（中学校区別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施設数
公立
保育

私立
保育

小規
模保

認証
保育

認定
こども

総計
定員

01大坂上中 1 1 2 140
02第一中 8 2 12 717
03第二中 1 4 3 1 11 542
04第四中 1 3 2 7 410
05平山中 2 3 5 469
06七生中 2 1 3 123
07三沢中 4 4 1 1 13 817
08第三中 1 1 2 246
総計中 10 25 2 9 1 55 3,464

出典：国勢調査、日野市資料 

■保育園、幼稚園等の分布 

・幼児の数に対して特に保育園等が不足しているのは、大坂上中･七生中の校区です。（2015年） 
・今後、少子化が進行する地域では保育園の定員に対する割合は高くなっていきますが（平山中･
第三中）、その他の区域では保育園等が不足するとみられます。 

大坂上中 
第一中 

第二中 

七生中 

第四中 

平山中 

第三中 

三沢中 



○住宅団地の開発状況 (資料 4-3) 
 

■公的住宅団地の分布と住宅地の開発年代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：日野市資料 



○空き家の分布 (資料 4-4)  
 

■空き家戸数、空き家率、高齢化率（中学校区別） ■町丁目別の空き家の分布（戸数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯数
(世帯)

空家戸数
(戸)

空き家率
(‰)

高齢化率
(％)

01大坂上中 13,175 72 5.5 20.7
02第一中 12,938 95 7.3 19.9
03第二中 11,180 83 7.4 25.0
04第四中 10,616 64 6.0 19.5
05平山中 6,577 93 14.1 32.4
06七生中 8,382 144 17.2 24.4
07三沢中 16,394 90 5.5 23.9
08第三中 5,667 78 13.8 30.7
日野市 84,928 719 8.5 23.5

出典：日野市 空き家実態調査 
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空き家率 

高齢化率 

・空き家率が 10％を超える地域が市南
部（平山中･七生中･第三中）にみられ
ます。 

・空き家率が高い地域のうち、平山中･第
三中校区では高齢化率も高く、30％を
超えています。 
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○災害危険区域 (資料 4-5) 

■浸水想定区域、急傾斜地崩壊危険か所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

出典：日野市資料 



○公園･農地面積の推移と分布状況 (資料 4-6)  
 

■公園・農地面積の推移（中学校区別） ■公園と農地の分布と変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：土地利用現況調査 
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公園・農地面積の推移(ha）

公園・運動場 田・畑・樹園地

(面積：ha)

・公園面積は 2012年までの 10年間で、市西部
でやや減少（第二中･第四中･平山中）してい
ますが、その他の地域では増加しています。
（全体で約 22haの増加） 

・農地面積は各地域で減少しています。（全体で
約 66haの減少） 

大坂上中 

第一中 

第二中 
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図の凡例 利用圏域の設定 圏域面積
(ha) 

面積 
カバー率 

 ・鉄道駅から400ｍ圏※ 
・運行本数35本/日以上のバス停か
ら200ｍ圏※ 

740  33.2% 

  
・運行本数10～35本/日未満のバス
停から200ｍ圏※ 

 
710 31.6% 

  
・運行本数10未満/日未満のバス停
から200ｍ圏※ 

 
60 2.6% 

  
・鉄道駅から400ｍ圏外※かつバス
停から200ｍ圏外※ 

 
730 32.7% 

 

○公共交通（ミニバス、路線バス）の利用圏域 (資料 4-7) 
 

■公共交通利用圏の考え方と圏域面積 ■公共交通ルートと利用圏域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※高齢者の歩行距離を鉄道駅まで 400m、バス停
まで 200ｍとした場合の利用圏を示すが、勾配
に応じて 2.5～7.5％では距離を 1.5倍、7.5％
以上は２倍として圏域をとった。これは、「坂道
における高齢者・障害者の移動負担の計測」（大
阪大学、新田保次他※）による「勾配による平均
歩行速度の変化」、「勾配による休憩感覚と限界
距離の平均」等をもとに設定した。 

 

※市街化区域 

・公共交通の利用圏域は、高齢者の移動に配慮
し、勾配（高低差）を加味しています。 

・公共交通の空白地域が、丘陵部や京王線沿線
等の住宅地の一部にみられます。（市街化区
域の約 32％） 



  



 

○商工業の動向 (資料 4-8) 
 

■商業の動向（商業集積地別）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■スーパー・コンビニの分布と利用圏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○40代より若い世代の人口構成･人口移動の状況 (資料 3) 
 

日野自動車 
2020年移転予定 

メグミルク 
閉鎖 2014年 

ミニスーパーの進出
の立地 

拠点商業施設の立地
（イオンモール）

2014年 
  

沿道型サービス店舗 
の立地 

京王ストアの撤退 
（京王グループによる移

動販売開始） 
多摩テック 
閉鎖 2009年 

食品の店 
おおたの閉店 

※ 2014年 11月に開業したイオンモール多摩平の森は統計には含まれていないが別途加算し
た。（店舗面積 24,000㎡、130店舗、想定販売額を類似例から 80万円/㎡としている。） 

 

東芝 
閉鎖 2011年 

出典：商業統計、工業統計、土地利用現況調査 
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日野市2002
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2014

販売額(百万円)

高幡不動, 6.3

日野, 5.4

豊田, 22.6

多摩平, 3.2

百草, 1.4

旭ヶ丘, 1.9南平, 2.2

その他, 56.9

商業集積地別 店舗数 2014

高幡不動, 6.2

日野, 1.5

豊田, 48.6

多摩平, 3.7
百草, 1.8

旭ヶ丘, 2.4

南平, 1.2

その他, 34.5

商業集積地別 販売額 2014
店舗数 

（2014） （2014） 

■商業･工業施設の分布と土地利用･用途地域 

・市全体の店舗数は 2014年までの 12年間で減少しています。 
・2014年のイオンモールの出店によって市全体の販売額が増加しています。その
うち豊田地域の販売額が約 49％を占めています。 



○地域別･世代別の人口移動の動向 (資料 4-9) 
 

■社会増減・自然増減の動向  
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5,000

6,000

7,000

転入

転出

東光寺等（2000 年代区画整理地区等） 

30代の増加 

高幡不動駅周辺（３拠点、交通結節点） 

万願寺等（2000 年代区画整理地区） 

30代の増加 

20代の激し
い増減 

神明（1980 年代区画整理、成熟市街地） 

20代後半～40代の減少 

移動率※１の算出区分 

出典：国勢調査 

出典：住民基本台帳 

旭ヶ丘（1970 年代区画整理、成熟/住工混在市街地） 京王線沿線（基盤未整備住宅地等） 

20代後半～30代の減少 

丘陵部住宅地（1970 年代開発戸建て団地） 

20代後半～50代の減少 

0

250

500

750

1,000

1,250

1,500

1,750

出生

死亡

■地区別･年齢別 人口移動の動向 

 

 

20代後半～40代の減少 

・2015年までの 10年間に、東光寺･万願寺の
区画整理地区で 30代の増加がみられます。 

・一方、1970～80年代に区画整理が行われた
神明･旭ヶ丘･丘陵部の住宅地では、20代後
半～40代が減少しています。 

・また、京王線沿線の基盤が未整備な住宅地で
は、20代後半～30代が減少しています。 

旭ヶ丘 

多摩平の森 

 

日野台 

神明･大坂上 
日野･川辺堀之内 

日野駅前･日野宿 

東光寺 

万願寺･石田 

豊田南 

丘陵住宅地 

京王線沿線 

高幡不動駅周辺 

移動率※１人口移動状況の同質性の高い区域を
まとめて、区域の移動率を設定している。（着色
の薄い町丁は特別な事情等により移動率に反映
していない） 



○転入・転出の状況 (資料 4-10)  

2010年時点の常住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010～2015年の転入・転出数 

転入者数：26,221 人 転出者数：21,229 人（転入超過数：4,992 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

116,779人, 

63%

13,839人, 

7%

13,131人, 

7%

12,261人, 

7%

829人, 

0%

90人, 

0%
29,354人, 

16%

現住所

日野市内

都内他市区町村

他県

国外

5年前の常住市区町村「不詳」

移動状況「不詳」

上位 10 自治体のうち、東京都近郊の自治体を表示 

3,154

967 924 768 627 525 483 481 454 448 406 406 374 287 283 283 259 241 220 215 199 1893,124 780 650 687 529 506 360 367 445 424 385 219 255 215 257 391 170 156 188 206 276 224
0

500
1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500

転入 転出

都内他市区町村から, 

13,131人, 50%

他県から, 

12,261人, 47%

国外から, 

829人, 3%

26,221人

特別区部へ, 

2,701人, 13%

その他都内へ, 

8,954人, 42%

他県へ, 

9,574人, 

45%
21,229人

日野市への転入者数 日野市への転出者数 

地域間の流動状況 

転入・転出者数がそれぞれ上位 20 自治体の転出入状況の比較 

2010～2015年の転入・転出数 

2010年時点の常住地 

・2010～2015年の転入・転出の状況をみると、市内への転入者数が転
出数を上回っています。 

・転出入が多い都市は多摩地域の近隣市や都心部、近隣の政令指定都市
が上位を占めています。 

・年代別の経年変化をみると、20 歳台は都心部への転出が多くなって
います。（次頁参照） 出典：国勢調査 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

 

出典：RESAS,住民基本台帳人口移動報告 

転入超過数上位５地域（2015年） 転出超過数上位５地域（2015年） 転入超過数上位５地域（2015年） 転出超過数上位５地域（2015年） 

20歳台 20歳台 

30歳台 30歳台 

50歳台 50歳台 

60歳台以上 60歳台以上 

40歳台 40歳台 総数 総数 



○通勤・通学の状況 (資料 4-11) 

2010年時点の通勤・通学地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流入者数：36,795 人 流出者数：59,486 人（流出超過数：22,691 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都内特別区部から, 

2,505人, 7%

都内特別区部以外から, 

25,772人, 70%

他県から, 

8,518人, 23%

36,795人

都内特別区部へ, 

18,861人, 32%

都内特別区部以外へ, 

35,542人, 60%

他県へ, 

5,083人, 8%

59,486人

日野市への流入者数 日野市への流出者数 

上位 10 自治体のうち、東京都近郊の自治体を表示 

地域間の流動状況 

流入・流出者数がそれぞれ上位 20 自治体の流出入状況の比較 

2015年時点の流入・流出数 

2015年時点の通勤・通学地 

・2015年の通勤・通学の流入・流出状況をみると、市外への流出者数
が流入者数を大きく上回っています。 

・流出が多い都市は隣接市及び都心部に多く、流入が多い都市は隣接市
及び近隣の政令指定都市が上位を占めています。 

10,994

1,8291,7731,5651,3711,176 941 936 885 806
664 661 630 575

470
98 17 24 55 18 405 463 335

13,259

4,759

770

3,863
2,834

933
1,166

815 877 736
1,165

393
1,407 602

247

3,297
2,8132,1411,9371,268

1,2051,1741,000

0
2,000
4,000
6,000
8,000

10,000
12,000
14,000

流入 流出

4,670人, 

4%

32,896人, 

26%

54,403人, 

43%

5,083人, 

4%

28,710人, 

23%

自宅で従業

自宅外の市内で従業・通学

都内他市区町村で従業・通学

他県で従業・通学

不詳

出典：国勢調査 


